






















































































































































































































































油彩・カンヴァス、（0.0 × （0.0 cm、
財団法人中野美術館蔵
挿図 （　小出楢重《静物》（（（（ 年、油彩・カンヴァス、










挿図 （ － （　部分、水差しとレモン
挿図 （　小出楢重《貝殻草》（（（（ 年、油彩・カンヴァス、
（（.（ × （（.0 cm、個人蔵
挿図 （　小出楢重《子供立像》（（（（ 年、





油彩・カンヴァス、（（.0 × （（.（ cm、
西宮市大谷記念美術館蔵
挿図 （ － （　部分、ランプ
挿図 （　小出楢重《地球儀のある静物》（（（（ 年、
油彩・カンヴァス、（（.（ × （（.（ cm、ひろしま美術館蔵 
挿図 （　小出楢重《蔬菜静物》（（（（ 年、
油彩・カンヴァス、（（.0 × （（.0 cm、
東京国立近代美術館蔵
挿図 （ － （　部分、コップ
挿図 （ － （　部分、コップ
















る静物》で ランプの傘や水差しに映り込んだ窓の表現と同様である。このことからは、白い絵具を使っていても、モチーフの上のハイライトを表現することよりも、モチーフに映ったものを描くこ で 反射の現象を表現す ことが重視されている
八九























油彩・板、（（.0 × （（.（ cm、
下関市立美術館蔵
挿図 （　岸田劉生《壺》（（（（ 年 （ 月、
油彩・板、（（.（ × （（.（ cm、
下関市立美術館蔵
挿図 （0　岸田劉生《壺の上に林檎が載って
在る》（（（（ 年 （（ 月、油彩・板、
（0.0 × （（.（ cm、
東京国立近代美術館蔵
挿図 （（　岸田劉生《静物（赤林檎三個、茶碗、ブリキ罐、
匙）》（（（0 年 （ 月、油彩・カンヴァス、（（.（ × （（.0 cm、
大原美術館蔵




























































































のを見て取ることができるの はないか。小出 時には高村の言 ようなガラスの瓶などのモチーフを組み合わせた制作を試み、インパストのような物質的効果は控え、光沢 描き分けていた。小出は白い絵具で、岸田のよう 表面を突き破 ことをせずに、光景を反射させて映し出してみせる 何 を鏡に映したように描くことで、モチーフの表面はものが映るほどに めらか 表面であることを強調 。故に、室内の景色をモチーフに反射させて丁寧に描くのだ。岸田が瞬間的で強烈な光を表現したとするならば、小出は夜の窓に映り込む蛍光灯の光を描写するように描く。小出は絵具の材質マテリアルを強調させないし、絵肌テクスチャーを破らな
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リアルを表現することに比重をかけて ためで ないか。なおかつ、テーブルが卓上のモチーフを映し込むほどに、なめらかなもの あることも主張している。
　裸婦のとるポーズとあわせて、小出の静物画におけるモチーフの選択とそのデ















油彩・カンヴァス、（0.（ × （（.（ cm、
京都国立近代美術館蔵
挿図 （（ － （　部分、卓上のタマネギとクワイ


































































（（.（ × （（.（ cm、ポーラ美術館蔵
九三
挿図 （（　小出楢重《ソファの裸女》（（（0 年、油彩・ガラス、
（0.0 × （（.（ cm、芦屋市立美術博物館蔵
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（） 　「下手もの漫談」 『めでたき風景』創元社 一九三〇年、二二三頁。
（




（） 　「小出君『自画像』 三本筋」 『みづゑ』三一 号 一九三一年四月 一
（
（） 　「小出楢重の仮面」 『みづゑ』五一一号、一九四八年五月 二四頁。
（













（（） 　下関市立美術館蔵の《壺》には、裏 に以下のような書き込みがある。 「壺 　千九百十六年／四月廿八日 　描上／岸田劉生／実在の神秘を探りこゝに （は）／そうとしたが自らの感じたのよりも／ずつと力弱きものとなつた驚く可き／は実在の力（である）自分は猶これ／を探 進めたい／四月廿八日 　劉生」 （ 　）内 推定、





























此の場合の意味ではない。インパストは特に或る部分ハイ・ライトの箇所等に行はれる技法である。ハイ・ライトの部分に厚く絵具が置かれる場合等には色としての明度が強調され のみならず、盛り上がつた絵具に当たる光線の反射が更にその効果を助ける結果にな つま 色彩的効果と物理的効果の併用である。
（
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（（） 　そもそも作品の状態が極 て良いことは、以前より 中氏から伺っていたため、小出の作画への関心が にがしか表れてい のではないか というのが、本作調査の動機であった。
 
　田中氏の所見は以下の通り。 「小出作品には艶のあるところとないところがある
が、それらはモチーフと関連して効果的に調整されている。その艶 乾性油 よるグレージングであり、小出は透明色に限らず、白色を混ぜ 絵具を乾性油で薄くばして仕上げに使用している。深みと豊かさのあ マティエールは 細めのカンヴァスとごく薄い地塗り層があってこそ可能で、そこ デリケートなグレ ングが施されていることがわかる。 」
（
（（） 　全面にワニスがかけられていて、 の下層の効果を全く確認できない作品も当然あった。東京国立近代美術館蔵《静物》 （一九二五年）は、測光をあてるとスイカの皮と実の部分が若干違う光り方をした 溶き油 違いも含めて ここでは扱わない。
（
（（） 　田中善明「技法から見る佐伯祐三の油絵」 『没後八〇年佐伯祐三展』カタログ、二〇〇八年三月、笠間日動美術館、そごう美術館、三重県立美術館。ここでは 修復の手の入っていない佐伯作品は少ないと い、 それらには「 （前略 ワニスがなく、絵具の油性分による光沢が部分的に認められるだけ」と言う。田中氏は「もっと深読みすれば、光沢のちがいによる階調も佐伯の意図した絵の深み 一部だったのはないかとも考えてみたくなる」 （一一七頁）と言う。
（
（（） 　第五九回美術史学会全国大会（於名古屋大学）で、林洋子氏の発表の質疑応答で触れられたことと、その後林氏に教えてい だいた部分 があ 、筆者も二〇〇六年の藤田嗣治展会場で部分的に確認するこ ができた。フランス・エソンヌ県議会が所蔵する《ライオンのいる構図》 （一九二八年）では、見事に人体の部分に光沢
があることがわかる。例えば髪に施されず肌だけに施された画材は、きらきらと光り、何かが塗られていることがわかる。また、フランス・フォール美術館所蔵の《裸婦》 （一九二三年）の背景部分でも、部分的に光沢の効果が施されている。背景のジュイ布の赤い地の部分に比べて、白い柄だけが光沢を帯び、地と柄とで使われている溶き油か混ぜられている顔料が違うことが推測 る。藤田がタルク いう白い顔料をわずかに たものを表面に使っていることはすでに小谷野匡子氏によって『芸術新潮』 （五七巻四号、二〇〇六年四月）に明らかにされており また渡辺郁夫氏によると、タルクという顔料をど 程度混ぜるの よって、紗がかかっようにもなり、一方では微量なタルクであ ば油分の性質が勝 という。
 














『大切な雰囲気』昭森社、一九三六年、一七三頁 。また映画への興味も深く、自身でも一六ミリフィルムを撮影・編集してい 。 『小出楢重画集』 （東方出版 二〇〇二年）の河﨑晃一「映画」 （周辺用語解説、三三四頁）を参照。
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同 　　 同 　　　
　部分 　
（原色刷）
　　
油彩 　画布 　竪五三・〇
cm
　横四五・五
cm
　　　　　　　
三重県立美術館蔵
　　　
一︱二 　小林未央子「なめらかな表面のために︱︱小出楢重再考︱︱」参照
　　　
二（
a）︱（
c） 　田中善明撮影
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